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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成20年12月22日に提出いたしました第16期（自　平成19年10月１日　自　平成20年9月30日）有価証券報

告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出

するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　　第４　提出会社の状況

　　　３　配当政策

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

　　第一部　【企業情報】

　　第４　【提出会社の状況】

　　　３　【配当政策】

（訂正前）

当社は、当社グループの中核事業として財務体質の強化と内部留保の蓄積を図るとともに、中長期的に

株式を保有していただけるよう株主に対する利益旬刊を経営の重要な課題のひとつとして位置付けてお

ります。

しかしながら、当期の配当につきましては、財務体質の強化を図るため、配当実施は見送る方針でござ

います。

なお、剰余金の配当決定機関は、中間及び期末配当ともに取締役会であります。

内部留保につきましては、業務の一層の効率化を進めるためのシステム開発、人材採用・社員教育と

いった社内体制の充実などに充当することにより、経営基盤の確立を進める予定であります。

なお、当社は中間配当を行うことができる旨を定款に定めております。

　

（訂正後）

当社は、当社グループの中核事業として財務体質の強化と内部留保の蓄積を図るとともに、中長期的に

株式を保有していただけるよう株主に対する利益旬刊を経営の重要な課題のひとつとして位置付けてお

ります。

配当につきましては、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本にしつつ、業績の

動向と投資計画に基づく翌年度の１株当たり利益および利益成長率を考慮に入れ、配当金額を決定する

ことを基本方針としておりますが、当期の配当につきましては、財務体質の強化を図るため、配当実施は

見送る方針でございます。

なお、剰余金の配当決定機関は、中間及び期末配当ともに取締役会であります。

内部留保につきましては、業務の一層の効率化を進めるためのシステム開発、人材採用・社員教育と

いった社内体制の充実などに充当することにより、経営基盤の確立を進める予定であります。

なお、当社は中間配当を行うことができる旨を定款に定めております。

　

EDINET提出書類

株式会社フルキャストホールディングス(E05182)

訂正有価証券報告書

2/2


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第４提出会社の状況


	３配当政策

